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BOP／ボリュームゾーン・ビジネス 実態調査レポート

■インド India
― 基礎データ*1―

● 面積：328万7,263平方キロメートル 〔日本の約8.8倍〕

● 人口：12億1,019万人（2011年 センサス※）

● 首都：デリー／人口1,675万人 （2011年 センサス※ ）

〔基礎的経済指標〕

● 実質GDP成長率：7.2％ （2014年 2011年基準）

● 名目GDP総額：124兆8,820億ルピー （2014年 2011年基準）

● 1人当たりの名目GDP：1,612ドル （2014年）

● 消費者物価上昇率：5.9％ （2014年）

● 為替レート： 1ドル≒ 61.15 インド・ルピー （2014年 平均値）

※センサスは10年ごとに発表

出所：JETROホームページ 国・地域別に見る「アジア インド概況（2016年8月更新）」

出所：CIA The World Factbook（https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/in.html）
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■ ―消費市場動向（参考資料）―

● 年齢別人口比率（2016年）
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インドの都市分類

分類 定義（人口の規模） 都市数 都市名

Tier 1 人口400万人以上の都市 8 デリー、ムンバイ、コルカタ、バンガロール、チェン
ナイ、ハイデラバード、アーメダバード、プネー

Tier 2 人口100万人以上～400万人未満の都市 33 カンプール、スーラト、ジャイプールなど

Tier 3
・Tier 4

人口50万～100万人未満の都市

出所：「ボリュームゾーン市場を探る（2012年3月）」

インドの都市はいくつかの基準によって分類され、Tier（ティア）1、Tier 2、Tier 3都市等と称される。

〔主な分類基準〕

●インフラ整備の状況 ●人的資源（人材および人口） ●サポート・エコシステム ●QOL

●事業継続性リスク ●コスト

〔インドの都市分類〕

■Tier 1都市の特徴：

多くの大企業はTier1都市に本社を構えていることから、Tier1都市は市場経済の中心的な立場にある。企業の

中には、Tier1都市に複数のオフィスを持つものもある。Tier1都市は、企業が選ぶどの分野においても多くの

機会を提供している。

〔課題〕好景気の際、大規模な投資ブームが起きると、工業およびサービス部門への急激な投資がTier1都市に

集中する。これが、住宅用および商業用不動産の需要増に起因する、都市の過密化を創り出す要因と

なっている。

■Tier 2都市の特徴：

＜人材へのアクセスス＞

Tier2都市は国内における優秀な人材

輩出へのハブとなっている。

＜コスト競争力＞

Tier2都市の生計費は、Tier1都市と比べ

15～40％低い。また、不動産についても

15～40％程度、割安となっている。

＜サポート・エコシステム＞

Tier2都市には良質な、コスト

パフォーマンスの高い事業者が多い。

その他、多くのTier2都市には、有名

カレッジ、総合大学、研究所がある。

＜人口＞

Tier2都市は、多くのTier2都市

予備軍と同様に、Tier1都市への移住

希望が少なく、Tier1都市に比べると

人口減少の割合が小さい 。

Tier2都市が

原動力と

なっている

■Tier 3都市の特徴：

Tier3都市は、人口100万人未満の都市から成る。このカテゴリーには、Nasik、Baroda、Trichy、Madurai等の

小都市が含まれる。もっと簡略化して言えば、目覚めたばかりの、形を成し始めつつある都市である。

〔課題〕Tier1都市における不動産の需要増が、巡り巡ってTier2都市とTier3都市の不動産部門の過密化の要因

となっている。各地方自治体や多くの投資企業に対し、投資対象をより小さな都市に選択させることを

余儀なくしている。
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ガージャ－バード（Ghaziabad）は、ウッタル・プラデシュ州（インド北部）に属し、デリーの衛星都市となっている。

2011年の国税調査では人口4,681,645人であり、居住地区別に見ると67.55％は都市部、32.45％は農村部となって

いる。

消費市場：概況

■人口

総世帯数 総人口（人）

Ghaziabad 519,804 2,705,849

Hapur 157,560 953,480

Modinagar 108,624 637,485

Garhmukteshwar 64,688 384,831

合計： 850,676 4,681,645

出所：2011年国勢調査

●労働人口 都市部（人） 農村部（人）

耕作者 16,722 123,107

農業従事者 23,650 59,577

家内工業労働者 43,932 19,672

その他 783,199 183,052

周辺労働者 156,958 110,669

労働者合計： 1,024,461 496,077

非労働者： 2,138,086 1,023,021

人口： 3,162,547 1,519,098

●耐久消費財所有状況 都市部（世帯数） 農村部（世帯数）

テレビ 462,900 129,853

ラジオ 152,325 65,885

携帯電話 411,658 165,389

自転車 264,410 144,855

自動二輪車（オートバイ、スクーター等） 2,26,680 65,822

乗用車（ジープ、バン含む） 104,136 15,305

テレビ・パソコン・電話機/携帯電話・

スクーター/乗用車のすべてを所有
110,669 6,814

ガージャーバードの基礎データ

※2011年の国勢調査以降、ガージャーバードの編成が行われている。本レポートにおいて「2011年国勢調査」を出所としている箇所は編成前

の数値であり、その他の出所については別途注釈がない限り編成後の数値である。
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ガージャーバードの基礎データ ―つづき―

教育

■識字人口
都市部（人） 農村部（人）

識字人口 2,200,954 922,310

■就学人口

学校 男子（人） 女子（人） 合計（人）

初等学校 60,592 56,923 117,515

上級初等学校 28,114 25,287 53,401

中学校 6,839 4,811 11,650

後期中等教育 25,548 22,008 47,556

合計： 121,093 109,029 230,122

■医療機関の施設数

施設名 ウッタル・プラデシュ州（ヵ所） ガージャーバード（ヵ所）

地区病院（DH） 160 3

分区病院（SDH） N/A N/A

コミュニティ・ヘルスセンター（CHC） 773 4

プライマリー・ヘルスセンター（PHC） 3,497 4

サブセンター（SC） 20,521 144

ヘルスケア

地区
病院

分区病院

コミュニティ・
ヘルスセンター

プライマリー・
ヘルスセンター

サブセンター

インドの地区単位の医療機関体制

▲サブセンター（SC）
患者にとっての最初のコンタクト先。3,000～5,000人に対応。補助看護

助産師（ANM）兼女性ヘルスワーカー1人と男性ヘルスワーカー1人が

配置され、中央政府が管理している。

▲プライマリー・ヘルスセンター（PHC）
州立の施設。20,000人に対応。医師1人とそのサポート役として14人の医療

補助員、ならびにその他スタッフという要員配置。6ヵ所のサブセンターの

照会医療機関として機能し、ベッド数4～6床を有する。

▲コミュニティ・ヘルスセンター（CHC）
州政府によって設立・維持される。専門医4人とそのサポート役として21人の医療

補助員ならびにその他スタッフの要員配置が義務付けられている。室内ベッド数

30床を有する。

▲地区病院（DH）
各地区には地区病院が1つあるとされる。ベッド数は75～500床と幅がある。

▲分区病院（SDH）
地区病院の下に位置し、テシル（分区）住民の最初の照会医療機関としてブロックの病院

の上位にある。インド国内には現在、31～100床以上を有するこうした病院が1,200ヵ所

存在している。

■医療機関の体制

出所：Rural Health Statistics 2014-15 (Ministry of Health and Family Welfare Statistics Division, Government of India)

出所：2011年国勢調査

出所：All India School Education Survey (8th AISES)
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ガージャーバードの基礎データ ―つづき―

ヘルスケア

■母子保健統計

都市部（人） 農村部（人）

0～6歳児人口 432,472 248,759

ウッタル・プラデシュ州（人） ガージャーバード（人）

年間の推定妊婦数 6,341,100 88,028

年間の推定出産件数 5,764,600 80,025

分娩医療

出産実績の合計 1,553,205 9,914

出産実績の割合（母数：推定出産件数） 26.9％ 12.4％

家庭分娩

家庭での年間推定出産件数合計 430,845 3,077

家庭での出産実績割合
（母数：推定出産件数）

7.5％ 3.8％

家庭での出産実績割合
（母数：出産実績総数） 27.7％ 31％

出生

出生実績（死産を含まない）の合計 1,671,169 18,044

乳児（1歳未満の者）の推定人数 5,476,400 77,826

出生実績（死産を含まない）の割合
（母数：乳児の推定人数）

30.5％ 23.2％

出所：Gyan Research and Analytics Pvt. Ltd. による関連機関への調査

出所：2011年国勢調査
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【免責事項】本レポートで提供している情報は、ご利用される方のご判断・責任においてご使用ください。ジェトロでは、できる
かぎり正確な情報の提供を心掛けておりますが、本レポートで提供した内容に関連して、ご利用される方が不利益等を被る
事態が生じたとしても、ジェトロおよび執筆者は一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。
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産業

製造業は生産高や従業員数、売上高により、●小規模企業 ●中規模企業 ●大規模企業/重工業 の3つの

カテゴリーに分かれている。

小規模企業 中規模企業/重工業

企業数 14,160社 145社

資本金 27億ルピー 293億860万ルピー

従業員数 73,130人 31,200人

出所：Ghaziabad.nic.in

製造品目 企業数

食品 12

飲料、たばこ 06

綿製品 03

ウール、シルク、合成繊維製品 05

紙・紙製品、 印刷物 08

ゴム、プラスチック、石油製品 19

化合物・化学品 17

非金属鉱物 03

金属製品 15

基礎金属製品 08

機械、器具、部品 12

電気機器・部品 20

輸送機器・部品 12

その他製品 05

合計： 145

〔業種別企業数〕

出所：Ghaziabad.nic.in

ガージャーバードの基礎データ ―つづき―
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